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中央公民館の進捗状況及び指定管理者の選定要件等について（案） 

 

１ 中央公民館の工事の進捗 

 平成３１年７月初旬に供用開始する中央公民館については、平成２９年１０月から

本体工事が始まり、現在、３階部分の躯体工事に着手し、順調に進捗している。 

 

２ 指定管理について 

  指定管理の範囲は、下図のとおり、白川公園内複合施設（公民館、老人福祉センタ－

機能、テナント）と白川公園の一体的な管理となる。 

 

 

 

指定管理が所管する業務としては、公民館の施設管理及び講座企画、貸館、図書室、

駐車場の運営に加え、老人福祉センター機能である介護予防事業や健康相談等のほか、

１階部分に誘致するテナント運営及び公園の管理運営業務となる。 

指定管理者は、白川公園内複合施設等を一元的に管理するとともに、多様化する市

民ニーズに対応しつつ、施設サービスの質を維持しながら、ランニングコストの縮減

を目指すものである。また、民間商業テナント（便益施設）については、公民館と公

園利用者の利便性向上と賑わいの場を確保し、市民サービスの向上と公園の活性化に

繋げることになる。 

指定管理者制度については、民間ノウハウを活用し、市民交流の促進と利用者の利

便性向上、効率的な管理運営を図るため導入を決定したものである。 
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３ サービスの質の確保策について 

 （１）仕様書上の質の確保 

公民館の講座企画や講演会は、講座等の質や数量を仕様書に指示している。 

社会教育主事の資格職等の配置は、指定管理者が配置する仕様書としている。 

介護予防事業や健康相談等の質や数量を仕様書に指示している。 

利用者満足度調査を年１回実施するよう仕様書に指示している。 

モニタリングを年２回実施するよう仕様書に指示している。 

 

（２）指定管理業者の選定 

業者選定については、指定管理料と提案内容から判断する総合評価方式を採用す

ることで、本市の指定管理者制度運営マニュアルの「１価格評価」の配分比率（範

囲２０～４０％）を最低の２０％とし、提案内容を評価する「２基本項目評価」の

配点比率（範囲４０～７０％）を最大の７０％とし、価格評価よりも提案内容を重

視した配点比率で指定管理者の選定を行うとしている。 

評 価 項 目 配点比率 配点 

１ 価格評価       （配点比率範囲 ２０％～４０％） ２０％ ８０ 

２ 基本項目評価     （配点比率範囲 ４０％～７０％） ７０％ ２８０ 

 

ア 施設設置の目的が達成できること。 ４０％ １６０ 

イ 利用者の平等な利用が確保されること。 ４％ １６ 

ウ 事業計画書の内容が、当該事業計画書に係る公の施設の効用を最大限に発揮

し、サービスの向上が図られること。 
１１％ ４４ 

エ 事業計画書に沿って当該施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営

の規模及び能力を有すること。 
１０％ ４０ 

オ 市民の声が反映される管理が行われること。 ５％ ２０ 

３ 基本項目以外の項目評価（配点比率範囲 １０％～２０％） １０％ ４０ 

 

カ 安全管理の状況 ６％ ２４ 

キ 労働福祉の状況 １％ ４ 

ク 環境保護、障がい者の雇用及び子育て支援等の福祉政策に取り組んだ経営を

行っていること。 
３％ １２ 

計 １００％ ４００ 

 

（３）職員配置について 

    予算上、旧運営体制１６．５人に対し、新体制は１６人分を積算し、資格職の配

置条件は、社会教育主事１名、司書２名、健康運動指導士２名を配置する仕様書と

している。 

 

（４）モニタリング等 

  利用者満足度調査、モニタリングについては、仕様書の進捗を確認し、必要に応

じて改善指導等を実施する。 
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４ 今後の指定管理者導入スケジュール 

 

・平成３０年８月 募集要項の公表 

・平成３０年９月 愛称募集 

・平成３０年１１月下旬 愛称決定 

・平成３０年１２月中旬 指定管理者の指定（市議会の議決後） 

・平成３１年４月１日～ 管理運営開始（公園管理の業務開始） 

・平成３１年７月上旬 中央公民館オープン 

 

５ 指定管理者選定委員会について 

 指定管理者導入スケジュールに基づき、１０月に庁内の関係課及び庁外の委員による選

定委員会を開催し、申請者の事業内容に基づくプレゼンテーション実施し、選定委員によ

る評価を行い、最も評価が高い候補者を選定する。 


